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秋葉区自治協議会
　　　 第３部会
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区　分

事業の評価

区自治協議会提案事業　事業評価書

秋葉区自治協議会

（広報部会）

内　　容

■FM版「あきはくはつものがたり」
　毎月第2水曜日の12時00分から30分番組の放送
　（再放送は同じ週の土曜日9時から）

■スポットCMの放送
　10～3月：合計放送本数250本

■かわら版「あきはくはつものがたり」を活用したPR　2号/年
　第37号：R7.9.7発行、第38号：R8.3.15発行
　第37号は約19,000部、第38号は約18,200部発行し、新聞折込および戸別配送の
　ほか、公共施設等に配置

■区役所ホームページ
　自治協議会委員による自治協議会提案事業等のレポート掲載

テーマ・事業名
コミュニティＦＭを活用した秋葉区自治協議会ＰＲ事業

【事業費予算  800千円】

事業目的・概要

・自治協議会の活動を自治協議会かわら版「あきはくはつものがたり」の発行
・FM新津を利用して、スポットCM及びFM版「あきはくはつものがたり」番組放送
・秋葉区役所ホームページ利用して自治協・まちづくり活動のレポート記事の掲載に
 より、自治協議会活動のPRを行う。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

地域課題の抽出方法や企画立案の
評価

事業の公益性・実効性・効率性の評価な
ど

■コミュニティFMの活用
〇番組の収録方法を、出演者へのインタビュー形式からトークを中心としたスタイルに
　 変更したことで、リスナーにとって親しみやすく、ライブ感のある番組内容となった。
〇一方で、番組自体の知名度や認知度はまだ十分とはいえず、発信力の強化が課題
　 として挙げられる。
〇区役所職員にも積極的に視聴してもらい、番組に対する反応や意見を得ることで、
　 内容の充実につなげていくことが望まれる。
〇区役所内の待合スペースや区バス車内等で番組を放送するなど、来庁者が気軽に
   番組に触れることができる環境づくりが有効と考えられる。

■かわら版「あきはくはつものがたり」の発行
○令和7年度の広報紙では、こども・若者に関する記事や写真を多く掲載したことで、紙
　 面全体の印象が明るくなり、読みやすい紙面構成となった。
〇掲載した4コママンガの評判が良く、マンガによる情報発信の訴求力を実感すること
 　ができた。
〇こどもの写真を掲載する際には、保護者や学校などへの確認が必要となるなど一定
 　の配慮が求められるが、地域の活動を身近に感じてもらう効果が期待できることか
　 ら、今後も継続して取り組んでいきたい。
〇紙面の作成過程においては、自治協議会の活動内容をより分かりやすく伝えるため
 　の工夫を重ねながら作成に取り組むことができた。
〇一方で、戸別配送など紙媒体での配布に力を入れているものの、新聞を購読してい
　 ない世帯も増えていることから、公共施設への設置だけでは十分に情報が届かない
 　可能性がある。
〇今後は、新潟市公式LINEなどデジタル媒体を活用した情報発信についても検討して
 　いく必要がある。
○若い方から興味を持ってもらえるように、HPサイトへの効果的な誘導が必要であると
　 考える。
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■秋葉区役所ホームページ利用による自治協活動等のレポート掲載
〇自治協議会委員による提案事業などのレポートを掲載しているが、掲載場所が分か
　 りにくく、閲覧までの導線が十分とはいえない点が課題として挙げられる。
〇また、掲載頻度も多いとはいえないため、情報更新の頻度を高めるとともに、SNS等
　 を活用して区役所ホームページへ誘導する仕組みづくりが必要である。

■全体を通して
○FM 版とかわら版「あきはくはつものがたり」の作成、秋葉区ホームページに取り組む
 　も効果がどうか、掲載内容、特に参加者の声、委員の個性等を再考してライブ感を
　 出したい。
○インスタグラムなどのSNSメディアを活用した情報発信を検討していく必要がある。
○自治協議会委員の中にいるタレント、インフルエンサーから協力してもらいながら、
　 来年度は広報発信のテコ入れを図っていきたい。
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